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研　修　内　容
厚生労働省が
示す研修項目

138

●精神保健福祉の現状と動向

・精神科医療の現状
・精神保健医療福祉分野における制度改正の経緯等
・医療計画
・精神障がい者の地域移行に係るこれまでの取組み
・精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築について

20 理解度テスト

131

●精神科訪問看護の動向と制度活用

・精神科訪問看護等をめぐる動向及び活動の実態
・訪問看護ステーションへの報酬
・精神科訪問看護に係る報酬
・多機関・多サービス・多職種との連携

20 理解度テスト

161

●精神疾患と治療について

・精神障がい者の疾患に関するアセスメント
・病状悪化の早期発見・危機介入について
・精神障がい者の薬物療法等について

20 理解度テスト

204

●精神障がい者を介護する家族の支援

●精神障がい者及び家族を地域で支えるための社会資源と

　制度の利用

・多職種の役割の理解
・多職種協働による体制づくり

20 理解度テスト

199

●精神科訪問看護の理解

・精神科訪問看護の概要
・精神科訪問看護の実態
・精神科訪問看護の効果
・精神科訪問看護のケア

●ストレングスモデル

●GAF尺度の使い方

20 理解度テスト

134

●精神科訪問看護の実際

・精神障がい者及び介護者家族への医療継続支援
・症状悪化の早期発見・危機介入
・精神障がい者及び介護者家族への対人関係の援助

20 理解度テスト

113

●精神科訪問看護の実際

・精神障がい者への訪問看護活動の特徴
・訪問看護時の留意点
（病状の観察、症状悪化時の対応、服薬確認、環境整備 等）

20 理解度テスト
最終確認テスト（第1章～第7章含む）

合計

【厚生労働省が示す研修項目】（令2保医発0305第4）

　ア　精神疾患を有する者に関するアセスメント
　イ　病状悪化の早期発見・危機介入
　ウ　精神科薬物療法に関する援助
　エ　医療継続の支援
　オ　利用者との信頼関係構築，対人関係の援助
　カ　日常生活の援助
　キ　多職種との連携
　ク　GAF尺度による利用者の状態の評価方法

イ・エ・オ
進 あすか 氏

（訪問看護ステーション みのり
統括管理責任者）

ウ・オ・カ
進 あすか 氏

（訪問看護ステーション みのり
統括管理責任者）

第5章

　日本訪問看護財団研修　　　研修区分W

40

151

181

令和4年度改訂版精神障がい者の在宅看護セミナー～精神科訪問看護基本療養費の届出要件を満たす研修～

講　師

158

第6章

第7章

第1章

第2章

第3章

第4章

エ・キ

関根　小乃枝　氏
（厚生労働省 社会・援護局

障害保健福祉部
精神・障害保健課/

地域移行支援専門官）

224

133

154

21時間

219

エ・キ
佐藤 美穂子

（本財団 常務理事）

ア・イ・ウ
谷口　典男 氏

（浅香山病院　精神科院長）

オ・キ

今村　まゆら 氏
（地域生活支援センターリヒト/

相談支援専門員・
精神保健福祉士・

社会福祉士）

ア・オ・カ・ク
萱間 真美 氏

（国立看護大学校　校長）


